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を 2 回行った。 































































































































(2) 日米国際海洋環境シンポジウム in Hawaiiへ
の参加 


























(3) ワシントン DC「Leadership Summit」への参加 
Our Ocean, One Future Leadership Summit は、
9/15・16 の 2 日間、ワシントン D.C.にある
Georgetown University キャンパスにて開催された。
本サミットは、アメリカ国務省で同期間に開催され
ていた Our Ocean, One Future Summit 本会議に並
行して、ユース向けに実施されたものであり、参加
者は 50 か国 75 大学より 150 名であった。日本から
は、3 名が参加したが、うち 2 名はエコ～るど京大
の山口凜（文学部 3 回生）と横山恵利香（法学部 3
回生）であり、（一社）セイラーズフォーザシー日本
支局やアメリカ大使館の支援を受けて参加させて頂
いた。参加した学生は、世界の最先端の議論を目の
当たりにする機会を得ると同時に、様々な優秀な学
生とも出会い、大いに刺激を受けていた。詳細なレ
ポートは、WEB（http://eco.kyoto-u.ac.jp/?p=3763）
に掲載している。 
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2.1.4 安倍昭恵さんによる特別講義「価値の創
造」 
安倍昭恵さんは、日本のファーストレディーとし
て国内外を飛び回る傍ら、自身の公式オフィシャル
サイトの冒頭には田んぼに入る写真と「豊かな地球
とつながろう」というフレーズを掲げ、農業や環境
問題にも実践的に取り組む。地球環境学堂教員やエ
コ～るど京大が取り組む海洋資源保全の活動（前述
のハワイでのシンポジウム）でご縁があり、12/21
に関係学生向けの特別講義が実現した。 
若い方々と対話したいとの想いに応え、事前に学
生からの「お手紙」をお届けし、その返信を含めて
お話頂くという形をとった。ご自身の半生を振り返
りながら、様々な出来事が、結果的にどのような価
値（観）や取り組みに繋がってきたかを、一言一言
大切に話され、会場は一体感に包まれた。後半の質
疑では、次々と出された質問に、冗談も交えて答え
て下さった。 
参加者からは、「創り手が価値をいかに創るか提案
するかという、今思えば狭い視野で参加したのです
が、冒頭から「新しい価値観をどうやって創ってい
くか」というお話で、とても刺激になった。共感す
るところがとても多く、自省、内省のロールモデル
に触れた感じを勝手に持っています。週刊誌ベース
でしか知らないのは不幸だとも思いました。」「一つ
一つの言葉をご自身から絞り出されていて、とても
言葉を大切にされているのが伝わってきました。」
「飾り気のない方で意外でしたが、「皆が目指すとこ
ろは、平和な社会をという同じものですから」「自分
のこころの声を大切に」などなど、心に残ることば
がいくつもありました。」などの感想が寄せられた。
多くの参加者にとって、今後の取り組みの勇気やヒ
ントに繋がるものとなったと思う。 
なお、事前の昼食会では、完成を目指す京大総長
ブルーシーフードカレーの試食が行われた。地球環
境学堂の浅利美鈴准教授の進行の元、主催の地球環
境学堂より、舟川晋也学堂長や藤井滋穂三才学林長
に加え、内藤正明初代学堂長や門川大作市長、若手
研究者や学生も参加し、様々な意見が飛び交った。
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